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『ハーメルンの笛
ふえ

ふき』    
 サラ＆ステファン・コリン文

ぶん

 ・ エロール・ル・カイン 絵
え

 

ほるぷ出版
しゅっぱん

（1９８９年
ねん

初版
し ょはん

） 

＊この本
ほん

は絵本
え ほ ん

のコーナーの昔話
むかしばなし

の書棚
し ょだな

にあります。（貸出
かしだ し

可能
か の う

） 

 

 これは、ドイツのハーメルンという町
まち

で本当
ほんとう

にあった事件
じ け ん

を元
もと

に作
つく

られています。 

 ハーメルンは美
うつく

しい町
まち

でしたが、ネズミだらけの町
まち

でもありました。ネズミはどんどん増
ふ

えて、小
ちい

さな赤
あか

ん坊
ぼう

のベッドにまでもぐりこんで、足
あし

をかじってしまう始末
し ま つ

。食
た

べ物
もの

は当然
とうぜん

なくなり、町
まち

はどんどん汚
きたな

くな

っていきます。 

 そこで、町 長
ちょうちょう

さんは、このネズミをすべて退治
た い じ

してくれたら、ほうびとして、大金
たいきん

を与
あた

えるといいます。 

 そこへ色
いろ

とりどりの布地
ぬ の じ

の服
ふく

を着
き

て、長
なが

いたて笛
ぶえ

をぶら下
さ

げた「笛
ふえ

ふき男
おとこ

」がやってきました。「笛
ふえ

ふき

男
おとこ

」は、大金
たいきん

をくれるならば、ネズミをすべて追
お

い払
はら

ってみせるといいます。町 長
ちょうちょう

は必
かなら

ず大金
たいきん

をほうびと

して与
あた

えると約束
やくそく

します。 

 「笛
ふえ

ふき男
おとこ

」は、笛
ふえ

をふいてネズミたちをすべて集
あつ

めると、ネズミたちを一匹
いっぴき

残
のこ

らず川
かわ

の中
なか

へ落
お

としてし

まいました。 

 さてさて、約束
やくそく

を果
は

たした「笛
ふえ

ふき男
おとこ

」は町 長
ちょうちょう

のことろへ、ほうびをもらいに行
い

きますが・・・・。町 長
ちょうちょう

は

約束
やくそく

をやぶり、「笛
ふえ

ふき男
おとこ

」へ何
なに

も与
あた

えませんでした。 

 怒
おこ

った「笛
ふえ

ふき男
おとこ

」は、この町
まち

の子
こ

どもたちをすべて連
つ

れてどこかへ行
い

ってしまいました。そして、子
こ

ども

ちは二度
ふ た ど

と家
いえ

に戻
もど

ってくることはありませんでした。 

読
よ

んでもらうなら、 

1年生
ねんせい

から。 

自分
じ ぶ ん

で読
よ

むなら、 

3年生
ねんせい

ぐらいから。 

とっても怖
こわ

いおはなしですね。 

1284年
ねん

6月
がつ

26日
にち

のこと、このハーメルンという小
ちい

さな町で、130人
にん

の子
こ

どもた

ちが、急
きゅう

にいなくなってしまったのです。 

古
ふる

い教会
きょうかい

にはめこまれているステンドグラスには、事件
じ け ん

当時
と う じ

の様子
よ う す

が描
えが

かれ

ているそうです。そこには、派手
は で

な服
ふ く

を着
き

て、手
て

に笛
ふえ

をもった人物
じんぶつ

が、子
こ

どもたち

に囲
かこ

まれています。 

笛
ふえ

ふき男
おとこ

の魔法
ま ほ う

によって子
こ

どもたちが 130人
にん

も突然
とつぜん

いなくなるなんてことは、

そのあと語
かた

り継
つ

がれていく中
なか

で変
か

わってきたことかもしれませんが、この 130人
にん

の

子
こ

どもたちが二度
ふ た ど

と帰
かえ

ってこなかったことは事実
じ じ つ

なのです。 

世界
せ か い

で有名
ゆうめい

なおはなしの中
なか

には、実際
じ っ さ い

にあった事件
じ け ん

をもとに、語
かた

り継
つ

がれ、少
すこ

し事実
じ じ つ

とは違
ちが

ったおはなしになったものも、多
おお

くあります。 

絵本
え ほ ん

のむかしばなしのコーナーをチェックしてみましょう。 

本日
ほんじつ

のおすすめの本
ほん

⑥ 

学校
がっこう

図書館
と し ょ か ん

だより号外
ごうがい

 

 


